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市
立
博
物
館
は
１
９
７
３
年
（
昭

和　

年
）
に
そ
の
前
身
の
市
立
郷
土

４８
資
料
館
と
し
て
建
設
さ
れ
て
以
来
今

年
で
開
館　

周
年
に
な
り
ま
す
。
こ

３０

れ
を
記
念
し
て
今
年
は
館
蔵
資
料
に

よ
る
５
回
の
企
画
展
を
行
い
ま
す
。

　

当
館
収
蔵
資
料
に
は
故
田
河
水
泡

氏
寄
贈
に
よ
る
幕
末
期
の
諷
刺
画
が

多
数
あ
り
、
こ
れ
を
核
に
関
連
資
料

の
収
集
を
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
展
で
は
安
政
の
大
地
震
時
に
版
行

さ
れ
た
鯰
絵
、
ま
た
慶
応
４
年
の
戊

辰
戦
争
の
様
子
を
描
く
子
供
遊
び
絵

な
ど
、
幕
末
期
の
諷
刺
画
を
中
心
に

約
２
６
０
点
を
前
後
期
に
分
け
紹
介

し
ま
す
。

　

入
館
は
無
料
で
す
。

良好な水辺環境の回復のために�
下水道事業で親水施設整備�
～本町田せせらぎ緑道～�

　

市
で
は
、
近
年
の
都
市
化
に
よ
る
環

境
の
変
化
な
ど
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
自

然
の
回
復
を
図
り
、
良
好
な
憩
い
の
空

間
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
事
業
と
し

て
、
公
共
下
水
道
の
雨
水
幹
線
整
備
事

業
で
治
水
と
親
水
性
を
備
え
た
良
好
な

水
辺
空
間
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
町
田
東
小
学
校
の
西
側

水
路
を
整
備
す
る
も
の
で
、
既
設
水
路

を
２
階
建
て
の
２
層
構
造
に
し
て
、
上

部
に
は
雨
水
や
湧
水
を
利
用
し
た
「
せ

せ
ら
ぎ
水
路
」
を
下
部
に
は
大
雨
に
備

え
た
雨
水
排
除
施
設
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
は
一
部
に

水
草
や
自
然
石
を
配
置
し
、
そ
の
自
然

の
景
観
を
眺
め
て
楽
し
ん
だ
り
、
散
策本町田東小下部分の完成予想平面図

　

芝
溝
街
道
と
鶴
川
第
２
区
画
整
理
事

業
地
域
を
結
ぶ
、
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・　

号
線
が
４
月　

日
に
開
通
し
ま

３０

２４

し
た
。
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
都
道

（
真
光
寺
・
長
津
田
線
）
と
芝
溝
街
道

が
結
ば
れ
、
狭
隘
道
路
へ
の
進
入
解

消
、
バ
ス
路
線
の
充
実
等
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
通
勤
通
学
等
歩
行
者
の

安
全
と
利
便
性
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

延
長
は
２
３
４
メ
ー
ト
ル
、
幅
員　
１６

メ
ー
ト
ル
、
歩
道
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型

で
車
椅
子
で
も
安
心
で
き
る
設
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
街
路
樹
に
は
ヤ

マ
モ
モ
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２２

断面図

路
を
設
け
「
水
」
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
親
水
機
能
を
有
し
た
水
路
と
し
て

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
降
雨
時
に
は
上

部
の
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
は
平
常
時
と

同
程
度
の
水
量
で
、
降
雨
は
下
部
の
雨

水
幹
線
（
暗
渠
）
に
安
全
に
排
出
さ

れ
、
浸
水
被
害
に
対
す
る
備
え
も
講
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
国
土
交
通
省
の
「
新
世

代
下
水
道
支
援
事
業
制
度
」
の
適
用
を

受
け
、
近
年
下
水
道
事
業
の
役
割
と
し

て
求
め
ら
れ
て
い
る
、
良
好
な
水
環
境

の
維
持
・
回
復
な
ど
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
も
の
で
、
４
月
１
日
に
は
水

環
境
創
造
事
業
・
水
循
環
再
生
型
の
新

規
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
町
田
市
で

は
初
め
て
、
多
摩
地
区
で
は
２
番
目
の

事
業
で
す
。

　

市
で
は
今
後
も
良
好
な
環
境
の
確
保

を
目
指
し
て
、
様
々
な
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
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前
期　

５
月　

日
（
火
）
〜
６
月
１

１３

　
　
　
　

日
（
日
）

　

後
期　

６
月
３
日
（
火
）
〜
６
月　
２２

　
　
　
　

日
（
日
））

○
休
館
日　

月
曜
日

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
３０○

日
時　

６
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

当
館
講
堂

○
講
師　

琉
球
大
学
名
誉
教
授
・
小
島

 
瓔  
禮 
氏

よ
し 
ゆ
き

○
演
題　

（
仮
題
）
地
震
と
鯰
と
鯰
絵

と○
日
時　

５
月　

日
（
土
）
、
６
月　

２４

１４

日
（
土
）
各
午
後
２
時
〜
３
時

○
解
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担
当
学
芸
員
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